






























































































































































































































































































1000m× 100m＝ 105m2となる。これに東京都の可住地面積割合 64.8％を乗ずることで実
際に地価の上昇する土地の総面積が求められる。肥田野（1997）によると、ストックであ
る地価上昇額はフロー便益の時間集計現在割引価値を表す。すなわち、地価上昇額を



























































































［15］ 『無電柱化の推進に関する法律』（平成 28年 12月公布・施行）https://elaws.e-gov.go.jp/search/
elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=428AC1000000112（アクセス 2019/12/11）
